
● 攻略チャート 第２予想

工業簿記 

工程別

総合原価計算

OK 過去問 OK ＧＯＡＬ 

✓ 第 131 回 工業簿記

✓ 第 129 回 工業簿記

テキスト確認も忘れずに！！

NO

NO EXERCISE 基礎Ⅰ サクッとトレーニング２ NO TEXT基礎Ⅰ サクッとテキスト２

✓ P9-03 問 02 ✓ P11 問 9 ✓ C09-S02,04 ✓ D9-○8  

✓ P10-02 問 01 ✓ P12 問 10 ✓ C10-S01 ✓ D10-○10

EXERCISE 完成編 ✓ P19 問 16 TEXT完成編 ✓ D11-○14

✓ P4-03 問 02 ✓ P34 問 31 ✓ C04-S01

OK 再チャレンジ！！ 

原価計算 

設備投資

意思決定

OK 過去問 OK ＧＯＡＬ 

✓ 第 140 回 原価計算

✓ 第 134 回 原価計算

✓ 第 132 回 原価計算 問題３

✓ 第 129 回 原価計算

✓ 第 125 回 原価計算

テキスト確認も忘れずに！！

NO

NO EXERCISE 基礎Ⅱ サクッとトレーニング３ NO TEXT基礎Ⅱ サクッとテキスト３

✓ P8-06 問 06 ✓ P56 問 50 ✓ C08-S02～03 ✓ D20-○30 ～○31

✓ P8-07 問 07 ✓ P62 問 54 ✓ C08-S05～06 ✓ D21-○35

✓ P8-22 問 22 ✓ P65 問 57

OK 再チャレンジ！！

復習 

復習 

 1 級 第 2 予想 解答・解説 (工業簿記) 

第１問 

問１ 

第１工程―仕掛品(製品Ａ) (単位：円) 

月初仕掛品原価 完 了 品 原 価 ( ☆ 8,800,000 ) 

原 料 費 ( 1,025,000 ) 月末仕掛品原価 ( ☆ 1,392,000 ) 

加 工 費 ( 587,000 ) 仕 損 品 100,000  

当月製造費用 

原 料 費 ( 4,000,000 ) 

直接労務費 ( 1,200,000 ) 

製造間接費 ( ★ 3,480,000 )

( 10,292,000 ) ( 10,292,000 ) 

問２ 

完 成 品 総 合 原 価 ☆☆ 25,975,000 円 

問３ 

第 １ 工 程 完 了 品 原 価 ☆☆ 9,177,000 円 

完 成 品 総 合 原 価 ☆★ 22,189,800 円 

第２工程月末仕掛品原価 ☆ 7,887,200 円 

☆１つにつき２点 合計 25 点

★１つにつき１点 合計 18 点

解答 
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 1 級 第 2 予想 解答・解説 (原価計算) 

問１ 旧設備による製品Ａ１kg あたりの貢献利益 ☆ 1,350 円／kg 

新設備による製品Ａ１kg あたりの貢献利益 ☆ 1,800 円／kg 

新設備による製品Ｂ１kg あたりの貢献利益 ☆ 1,600 円／kg 

問２ ⑴ 製品Ａの年間最適生産販売量 ★ 7,200 kg 

⑵ 年々のキャッシュ・フロー ☆ 4,452,000 円 

⑶ 正味現在価値 ☆ 11,472,804 円 

問３ ⑴ 新設備で生産するときの各製品の年間最適生産販売量 

製品Ａ 12,000 kg 

製品Ｂ 0 Kg 

⑵ 年々のキャッシュ・フロー ☆ 10,860,000 円 

⑶ 正味現在価値 ☆★ 22,946,220 円 

問４ ⑴ 旧設備と新設備を併用して生産するときの各製品の年間最適生産販売量 

製品Ａ 12,000 kg 

製品Ｂ 3,600 kg 

⑵ 年々のキャッシュ・フロー ☆ 10,992,000 円 

⑶ 正味現在価値 ☆★ 19,326,384 円 

☆１つにつき２点 合計 25 点

★１つにつき１点 合計 25 点

解 答 

ともに正解で☆ 

ともに正解で☆ 

各製品の１kg あたりの貢献利益（問１）

販売単価から１kgあたりの変動費を差し引いて、１kgあたりの貢献利益を算定します。同じ製品でも生

産する設備が異なれば１kgあたりの変動製造原価が異なる点や変動販売費の集計漏れに注意しましょう。

現有設備 新設備

製品Ａ 製品Ａ 製品Ｂ

販売単価 3,800 円 3,800 円 4,800 円 

１kgあたりの直接材料費 1,000 円 800 円 1,000 円 

１kgあたりの変動製造間接費 1,250 円 1,000 円 2,000 円 

１kgあたりの変動販売費 200 円 200 円 200 円

１kgあたりの貢献利益 1,350 円 1,800 円 1,600 円

設備投資意思決定（問２）

１．現有設備における製品Ａの年間最適生産販売量 (問２⑴)

利益を最大化する年間最適生産販売量は、最大生産量と市場需要量の関係から決定します。

(ア) 年間最大生産可能量：18,000 機械作業時間÷2.5 時間／kg＝7,200 kg 

(イ) 市場需要量：[資料]３.より、12,000 kg 

よって、(ア)7,200kg＜(イ)12,000kgより、年間最適生産販売量は 7,200 kgです。

２．年々のキャッシュ・フロー (問２⑵) 

（＠1,350 円×7,200kg－350 万円）×（１－40％）＋180 万円×40％＝4,452,000 円
①    ②   ③ ④

① 貢献利益額 

② 固定製造間接費

③ 減価償却費：（900 万円－残存価額 0）÷耐用年数５年＝180 万円

④ 節税効果の額（タックスシールド）を計算するための法人税等税率

３．正味現在価値(問２⑶)

上記２で求めた年々のキャッシュ・フローのみしか生じないため、年金現価係数を掛けて３年分の正味

現在価値を計算します。

4,452,000 円×年金現価係数 2.577＝11,472,804 円

Step 1

Step 2
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